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令和 6 年度 取石認定こども園 事業報告書 

 

1. 幼保連携型認定こども園の運営 

（１） 名称    取石認定こども園 

（２） 所在地   大阪府高石市取石 3 丁目 4 番 64 号 

（３） 定員    認可定員  １号認定 95 名 ２号・３号認定 140 名 計 235 名 

      利用定員  １号認定 75 名 ２号・３号認定 120 名 計 195 名 

 

（４） 令和 6 年度 教育・保育延べ人数 

認定区分 年令 延べ人数（人） 月平均（人） 利用定員（人） 
利用定員に対す

る充足率(％) 

１号 
４、５歳児 577 48.08 52 

92.9 

３歳児 259 21.58 23 

２号 
４、５歳児 660 55 51 

105.6 
３歳児 303 25.25 25 

３号 
１、２歳児 558 46.5 35 

133.7 
０歳児 148 12.33 9 

合計 2,505 208.75 195 107.1 

 

（５）職員の職種、員数等 

①令和 6 年 4 月 1 日当初 

区分 園長 副園長 
主幹 

教諭 

保育 

教諭 
看護師 

栄養士 

調理員 

調理補助員 

事務員 

保育 

補助員 

その他 

委託医 

委託歯科医 

委託薬剤師 

合計 

常勤 1 1 1 18 1 1 1 0 0 24 
非常勤長時間 0 0 0 14 0 1 0 0 0 15 
非常勤短時間 0 0 1 4 0 3 1 10 5 24 

合計 1 1 2 36 1 5 2 10 5 63 

    

②令和 7 年 3 月末現在 

区分 園長 副園長 
主幹 

教諭 

保育 

教諭 
看護師 

栄養士 

調理員 

調理補助員 

事務員 
教育・保育 

補助員 

委託医 

委託歯科医 

委託薬剤師 

合計 

常勤 1 1 1 17 1 1 1 0 0 23 
非常勤長時間 0 0 0 15 0 1 0 0 0 16 
非常勤短時間 0 0 1 5 0 4 1 10 5 26 

合計 1 1 2 37 1 6 2 10 5 65 

    注：産休、育休中職員を含む 

 

（６）教育・保育時間 

①開園日・時間 

月曜日～土曜日（祝日、12 月 29 日～1 月 3 日を除く）   

7：00～21：00（延長保育事業の実施） 

②教育・保育時間 

 １号認定児・・・・・・・ 教育標準時間 8：30～14：30 

 ２号・３号認定児・・・・ 保育標準時間 7：30～18：30 

              保育短時間 9：00～17：00 
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2. 教育・保育内容 

（１）教育・保育方針 

１． 子どもの健全な心身の発達を図り、生涯にわたる人格形成の基礎を培う。 

２． 快適な教育・保育環境を整え、子どもとの信頼関係を十分に築き、子どもが情操豊か

で他を思いやれる心を持てるよう努める。 

３． 教職員は、自らの家庭生活・社会生活において全ての子ども達の模範となるよう努め

る。 

 

（２）教育・保育の目標 

 一人一人の個性を大切にしながら、家庭と力を合わせ、子ども達の健やかな成長や発達を

促すと共に、友達や保育者と一緒に生活しながら、自分で行動する意欲や態度、友達を思い

やる心を育むことを目標に実践した。 

 

（３）日常保育 

児童の年齢に応じたデイリープログラムを園長・副園長・主幹保育教諭及び保育教諭が協

議して定めた。但し、2 号 3 号認定児においては、おやつ・午睡等は、必ず含まれるよう

に実践した。尚、１歳児保育については、国最低基準を上回り、乳児概ね５人に１人以上

の保育教諭に配置した。 

 

（４）特別教育・保育 

Ａ・温水プール指導……3 歳児以上…ウィングススポーツクラブ 

概ね週１回、（6～11 月で計 10 回） 

Ｂ・器楽指導……………3 歳児以上…㈱M-style…宮地雅彦氏……….概ね月 2 回実施 

Ｃ・体育指導……………3 歳児以上…志儀達也（法人体育指導員）…概ね月 2 回実施 

Ｄ・英語指導……………4 歳児以上…㈱ECC ジュニア………………概ね月 2～3 回 

 

 

 

（５）延長保育事業 

こども園に通う認定を受けた園児が、やむを得ない理由により通常の利用日及び利用時間   

帯以外の日及び時間において、保育を必要とする場合に、その園児を受け入れて預かり、

保護者が安心して子育てができる環境を整えた。 

   

年間利用人数    7：00～ 7：30 ・・・ 364 人 

           18：30～21：00・・・714 人 
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（６）地域子育て支援自主事業 

    イ 育児相談・助言   毎月第 2・4 火曜（10：00～12：00） 

                  場所：こども園     件数：    113 件 

    ロ 乳幼児健康講座及び健康相談   年 2 回 

                  場所：こども園     人数：計親子  1 組 

      小児科専門医により、季節に応じた乳幼児のかかりやすい病気の予防と対策、身体 

      の成長についての心配ごとなど、乳幼児の健康に関する相談も同時に行った。 

    ハ 園庭開放       1 期３ヶ月で 2～6 回、年間３期で計 12 回実施       

                  場所：こども園園庭   実参加のべ人数：  119 人 

    ニ 親子教室       年   9 回実施 

                  場所：こども園     実参加のべ人数：  208 人 

    ホ フリースペース    年  12 回実施  

                  場所：こども園     実参加のべ人数：  145 人 

 

（７）小学校との円滑な接続 

    本園での教育・保育が小学校以降の生活や学習の基礎の育成につながることに配慮し、乳

幼児期にふさわしい生活を通して、創造的な思考や主体的な生活態度などの基礎を培うよう

にする。 

   又、園児の発達や学びの連続性を確保する観点から、小学校教育への円滑な接続に向け、地

元小学校の児童との交流や、修了児の就学先小学校教諭との意見交換や情報交換の機会を設

け、連携を通じ質の向上を図る。 

 

3 月  5 日（水）取石小学校担当教諭との意見・情報交換   場所：本園談話室  

3 月  7 日（月）加茂小学校担当教諭との意見・情報交換   場所：本園対話室 

※取石小学校との交流会、体験入学は中止 

 

   その他の高石市内及び近隣市修了児就学先小学校とは、3 月上旬に電話で意見・情報交換を実施。 

 

（８）地域貢献事業 

    社会福祉法人として目に見える形で公益活動を実践するため、地域の援護を必要とする方

に対する相談活動を活発化し、関係機関との連携を十分に行う。さらに相談活動を行う中で、

援護を必要とする方の心理的不安の軽減を図り、また必要な制度やサービスにつなぐ。 

    また、生活保護などの既存の制度では対応できない方で、経済的困窮により、医療や介護

の必要なサービスの利用が阻害されている方がいる場合、その費用の一部を支援する経済的

援助を行う関係機関との連携を図る。 

 

      実年間利用者 0 名 
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（９）地域活動自主事業 

    ①世代間交流事業 

     ケアハウス高石への交流は、各種感染症による感染防止の為、入居者と対面して行う交

流は中止し、園児が作ったタペストリーにお手紙を添えて園児の代表のみが訪問し、玄

関先でプレゼント等を手渡しした。 

      

②地域における異年齢児交流事業 

 10 月 4 日に富木地区の地車をこども園前から数百メートルこども曳行させていただい

た。 

 

 

3. 苦情解決の取り組み 

園の苦情解決の仕組みや、苦情解決責任者・担当者・第三者委員を保護者に書面にて公表・

配布すると共に、意見箱を常設し、園に対する要望や苦情を自由に投稿できるシステムにして

いる。又、保護者会役員との意見交換会を年 5 回実施した。園全体に関わる苦情や要望につい

ては、個人情報に配慮しつつ、入園式や保育参観時、全保護者を対象に園長より説明を行って

いる。尚、令和 6 年度中に保護者から口頭や連絡帳等を通じて寄せられた意見や要望事項は次

のとおりであった。 

 

 ・運動会や生活発表会の観覧人数について、小学生を 1 名とカウンしないでほしい。 

また、観覧人数の制限を撤廃してほしいとの要望…1 件 

 

 ・駐輪場に駐車する保護者がいるので注意してほしいとの苦情…1 件 

 

・登園中の園児の持っている傘が車に接触しそうになった。気を付けるよう注意してほしいと

の苦情（近隣住民より）…1 件 

 

  いずれのケースも担当保育教諭・副園長（状況によっては園長及び理事長）が書面又は直接保

護者及び対象者と面談・説明し、十分に納得して頂いた上で解決している。 
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4. 職員の資質向上に関する取り組み 

質の高い保育を展開するため、絶えず、一人一人の職員についての資質向上及び職員全体の

専門性の向上を図ることに重点を置き、職員研修に取り組んだ。 

特に職員会議では、職員自らの品性と人格陶冶に努めるため、園長の訓育や資料として使用

している「ニューモラル」を通じ、職員一人一人の倫理観、人間性並びにこども園職員として

の職務及び責任の理解と自覚の啓発を図った。また園外研修については、対面式研修と web・

オンライン形式の研修会が併用して開催されるようになった。当園においても、園内のパソコ

ンを使用して交代で受講する機会を設け、教職員の学びの機会を絶やさぬよう努めると共に教

育・保育の専門性を高め、保育実践や教育・保育の内容に関する共通理解を図り、協働性を高

めた。 

 

 園外研修・・・年 44 回 延参加人数 71 人 

 

・職員会議………週 1 回（園内研修含む）  ・給食会議………月 1 回 

・保健会議………月 1 回          ・週案会議………週 1 回 

・月案会議………月 1 回          

 

 

5. 教育・保育設備 

敷地面積…………3806.61 ㎡（実測値）（法人所有地 960.61 ㎡、借地 2846.00 ㎡） 

こども園舎…………鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造り２階建て  こども園舎建面積… 1062.17 ㎡  

延べ面積……. ….1824.43 ㎡ 

屋外遊戯場………1667.14 ㎡（実測値） 

 

名 称 面積 名 称 面積 名 称 面積 

保育室 ０歳 64.19 ㎡ 遊戯室 194.58 ㎡ 便所 65.99 ㎡ 

保育室 １歳 72.20 ㎡ 調理室 55.51 ㎡ 身障者便所 4.29 ㎡ 

保育室 ２歳 62.88 ㎡ 事務室 66.82 ㎡ 洗濯機置場 1.61 ㎡ 

保育室３歳幼 58.50 ㎡ 医務室 6.84 ㎡ ホール 289.82 ㎡ 

保育室３歳保 65.00 ㎡ 沐浴室 13.88 ㎡ ＥＶ 8.7 ㎡ 

保育室４歳幼 58.50 ㎡ 保健室 6.00 ㎡ ﾋﾟﾛﾃｨ駐車場 209.02 ㎡ 

保育室４歳保 65.00 ㎡ 更衣室 15.56 ㎡ ﾋﾟﾛﾃｨ玄関 41.54 ㎡ 

保育室５歳幼 60.00 ㎡ 相談室 13.77 ㎡ その他 2.38 ㎡ 

保育室５歳保 65.00 ㎡ 給湯配膳室 12.00 ㎡   

一時保育室 64.84 ㎡ 調乳室 5.12 ㎡   

子育て支援室 115.87 ㎡ 物入れ 59.02 ㎡ 合 計 1824.43 ㎡ 

 

 

6. 運営の経費 

通常経費は、主として施設給付費・保育料・補助金収入でまかなう。 

 


